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・
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２
０
０
３
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０
７
」
の

前
倒
し
達
成
を
果
た
し
た
い
ま
、
東
京
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
さ
ら
な
る
成

長
を
期
し
「
天
然
ガ
ス
新
市
場
の
創
造
と
開
拓
」
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
４
月
に
新
し
く
社
長
に
就
任
し
た
鳥
原
光
憲
か
ら
、

今
後
の
グ
ル
ー
プ
の
目
指
す
目
標
、
ゴ
ー
ル
に
至
る
道
の
り
に
つ
い
て
、

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
０
６
〜
２
０
１
０
年
度

グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画
の
概
要

東
京
ガ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

鳥
原

と

り

は

ら

光
憲

み

つ

の

り

TOP MESSAGE
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新
社
長
と
し
て
経
営
環
境
を
ど
の
よ
う
に

認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
で
は
規
制
緩
和
が
進
展
し
、

ガ
ス
対
電
力
対
石
油
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
競

争
に
加
え
、
ガ
ス
対
ガ
ス
、
電
力
対
電
力
と
い
っ
た

同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
競
争
が
、
ガ
ス
会
社
・
電
力

会
社
は
も
と
よ
り
他
業
種
の
新
規
参
入
企
業
も
含

め
た
形
で
熾
烈
に
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
家
庭

用
な
ど
の
小
口
市
場
に
お
い
て
は
、
オ
ー
ル
電
化

な
ど
、
厳
し
い
電
化
攻
勢
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
年
間
50
万
m3

以
上
ご
使
用
の
お
客
さ
ま
に
ま

で
拡
が
っ
て
い
る
自
由
化
の
範
囲
は
、
２
０
０
７
年

に
は
10
万
m3

ま
で
に
拡
大
さ
れ
る
予
定
で
す
。

一
方
、
天
然
ガ
ス
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
へ

の
対
応
と
し
て
の
環
境
性
、
高
水
準
で
推
移
す
る
原

油
価
格
と
比
し
た
経
済
性
、
様
々
な
需
要
形
態
に

対
応
で
き
る
利
便
性
を
背
景
に
、
昨
今
そ
の
位
置

づ
け
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
天
然

ガ
ス
に
対
す
る
期
待
や
ニ
ー
ズ
は
、
今
後
さ
ら
に

拡
大
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
天
然

ガ
ス
を
事
業
の
コ
ア
と
す
る
当
社
グ
ル
ー
プ
に
と

っ
て
、
さ
ら
な
る
成
長
・
発
展
を
実
現
す
る
大
き
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

「
２
０
０
６
〜
２
０
１
０
年
度
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営

計
画
」
が
こ
の
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
で
し
ょ
う
か
？

当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
ガ
ス
、
電
力
な
ど
の
各
種
エ



ネ
ル
ギ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
周
り
の
付
加
価
値
提
供

を
事
業
の
中
核
と
す
る
べ
く
、
２
０
０
３
年
度
よ
り

始
ま
る
５
か
年
間
の
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画
「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０
７
」
の
諸
政
策
を
着
実
に
実
行

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
計
画
の
３
年
目
に
あ
た
る

２
０
０
５
年
度
に
お
い
て
、
当
初
定
め
た
主
要
な
経

営
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
当
社
グ
ル
ー
プ
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０
７
」
を
策
定
し
た

当
初
と
比
べ
て
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
新
た
に
「
総
合
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
確
立
」
を
目
指
し
、「
２
０
０
６

〜
２
０
１
０
年
度
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画
」
を
策

定
し
、
去
る
１
月
に
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
中

期
経
営
計
画
は
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０
７
」
を
進

化
さ
せ
、
ガ
ス
と
電
力
の
マ
ル
チ
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

と
お
客
さ
ま
に
様
々
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
軸
と

す
る
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
関
東
２
０
０
㎞
圏

の
よ
り
広
域
的
な
エ
リ
ア
で
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
「
天
然
ガ
ス
新
市
場
の
創
造
と
開
拓
」
を
図
り
、

持
続
的
成
長
を
目
指
す
も
の
で
す
。

ま
た
、
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
の
確
立
に
は
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
の
認
識
に
立
ち
、
今
回
の
中
期
経
営
計
画
を
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お客さまへのワンストップソリューション

現在の市場

LNGバリューチェーン

お
客
さ
ま
価
値
の
向
上

エリアの拡大
関東200km圏をカバーする

営業体制
広域インフラの整備

原料調達 基地
インフラ

供給
インフラ

ガス・熱・電気・
サービスの
ワンストップ
提供

お客さま
価値

快適性
利便性
信頼性
経済性
省エネ性
環境性

マルチ
エネルギー
供給

エネルギー
サービス

パイプ
ライン

ローリー

LNG
基地

自社
電源

上　流

輸　送

総合エネルギー
事業で
創造・開拓する
天然ガス新市場

広域展開による天然ガス普及拡大

●総合エネルギー事業の展開

●お客さま価値の向上

お客さまが求める給湯・

厨房・暖房・冷房・蒸気・

冷凍・動力などの機能、快

適性・経済性・省エネ性・

環境性などのニーズに対

し、エネルギーとシステ

ムのベストミックスを提案

することで、お客さま価値

の向上に貢献します。



「
２
０
１
０
年
代
を
見
据
え
た
長
期
的
事
業
展
開
の

重
要
な
ス
テ
ッ
プ
」
と
位
置
づ
け
、
積
極
的
な
投
資

と
グ
ル
ー
プ
企
業
構
造
の
変
革
を
中
核
と
す
る
戦

略
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
２
０
１
０
年
代
に
目
指
す

姿
を
実
現
す
る
た
め
に
３
つ
の
キ
ー
フ
ァ
ク
タ
ー
を

掲
げ
、
そ
れ
ら
は
「
天
然
ガ
ス
を
コ
ア
に
し
た
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
確
立
」、「
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向

上
」、
そ
し
て
「
企
業
構
造
の
変
革
」
で
す
。

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に

達
成
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
「
天
然
ガ
ス
を
コ
ア
に
し
た
総
合
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
の
確
立
」
に
関
し
ま
し
て
は
、
当
社
グ
ル
ー

プ
が
有
し
て
い
る
、
原
料
調
達
か
ら
お
客
さ
ま
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
至
る
ま
で
の「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
」
を
強
み
と
し
た
競
争
力
の
あ
る
「
マ
ル
チ

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
」
と
、
技
術
力
・
営
業
力
を
強
み

と
し
た
お
客
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス
」
を
「
広
域
展
開
」
す
る
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
を
推
進
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の

向
上
」で
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
を
果

た
す
着
実
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
お
客
さ
ま
や
社

会
か
ら
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
続
け
る
企
業
グ
ル
ー
プ
を

目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に「
企
業
構
造
の
変
革
」
に
よ
り

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
展
開
す
る
最
適
な
体
制
の

構
築
と
経
営
資
源
の
集
中
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
競

争
優
位
性
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
配
分
に
関
し
て
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

２
０
０
６
〜
２
０
１
０
年
度
の
５
か
年
間
に
創
出

す
る
営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー*

は
、
連
結
で
約
１
兆

１，
２
０
０
億
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
、
そ

の
他
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
イ
ン**

を
含
め
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
約
１
兆
１，
９
０
０
億
円
を
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の

将
来
の
持
続
的
成
長
の
源
泉
と
な
る
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
分
野
の
投
融
資
に
積
極
的
に
投
入
す
る

と
と
も
に
、
株
主
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
も
経
営
の
成

果
を
適
切
に
配
分
し
て
ま
い
り
ま
す
。

3



具
体
的
に
は
、
投
融
資
に
約
８，
６
０
０
億
円
、
株

主
の
皆
さ
ま
に
約
２，
７
０
０
億
円
、
有
利
子
負
債
削

減
に
約
６
０
０
億
円
を
配
分
し
ま
す
。
ま
た
、
一
層

の
効
率
的
経
営
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
成
果
に
つ
き

ま
し
て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
原
資
と
し
て
活
用

す
る
と
と
も
に
、
料
金
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
お
客
さ

ま
に
還
元
し
、
競
争
力
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

*

営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

＝
当
期
純
利
益
（
お
客
さ
ま
還
元
後
）＋
減
価
償
却
費

**

そ
の
他
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
イ
ン：

固
定
資
産
売
却
に
伴
う
収
入
な
ど

株
主
の
皆
さ
ま
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

新
し
い
中
期
経
営
計
画
で
は
、
さ
ら
な
る
株
主
価

値
の
向
上
を
目
指
し
、
総
分
配
性
向
（
当
期
純
利
益

に
対
す
る
配
当
と
自
社
株
取
得
の
割
合
）60
％
を
目

標
と
い
た
し
ま
す
。
取
得
し
た
自
社
株
に
つ
き
ま
し

て
は
、
転
換
社
債
の
株
式
へ
の
転
換
へ
の
対
応
や
金

庫
株
と
し
て
保
有
す
る
ほ
か
、
消
却
す
る
こ
と
に
よ

り
一
株
あ
た
り
の
価
値
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
は
東
京
ガ
ス
の
新
社

長
と
し
て
、
こ
の
新
し
い
中
期
経
営
計
画
を
着
実
に

実
行
し
、
早
期
に
達
成
す
る
こ
と
が
私
の
使
命
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
代
に
お
い
て
、
天
然

ガ
ス
を
基
軸
と
す
る
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
地
位
を
築
き
、
株
主
の
皆
さ

ま
、
お
客
さ
ま
や
社
会
か
ら
常
に
信
頼
を
得
て
持
続

的
に
発
展
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

株
主
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
東
京
ガ

ス
の
今
後
に
さ
ら
に
ご
期
待
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

4

●キャッシュフローの配分先
（5か年合計：約11,900億円）

●投融資の内訳
（5か年合計：約8,600億円）

有利子負債削減
5％

株主分配
22％

投融資
73％

上流・海外・輸送
17％

その他
12％

業務基盤
12％

需要開発
（ガス・電力・
エネルギーサービスなど）
39％

インフラ
（安定供給・保安）
20％
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新
日
本
石
油
㈱
と
当
社
の
出
資

に
よ
る
川
崎
天
然
ガ
ス
発
電
㈱

が
、
発
電
所
の
建
設
に
着
工
し
ま

し
た
。
二
〇
〇
八
年
運
転
開
始
の

予
定
で
す
。

川
崎
天
然
ガ
ス
発
電
は
二
〇
〇

一
年
に
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
新

日
本
石
油
川
崎
事
業
所
内
で
の
発

電
所
建
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

当
社
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
天
然
ガ
ス
を
コ
ア
と
し
た

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
確
立
を

目
指
し
、
今
後
、
川
崎
天
然
ガ
ス

発
電
を
特
定
規
模
電
気
事
業
向
け

発
電
事
業
の
柱
と
し
て
電
力
事
業

を
推
進
す
る
計
画
で
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ア
ド
バ
ン
ス
（
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｃ
）
が
、
い

す
ゞ
自
動
車
㈱
藤
沢
工
場
様
に
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
し
た
。
今
後
、
工
場
全
体
の
蒸

気
全
量
と
使
用
電
力
量
の
約
三
分

の
一
を
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
設
備
で
賄
い

ま
す
。

環
境
性
の
高
い
天
然
ガ
ス
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
Ｅ
Ｎ

Ａ
Ｃ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
は

今
日
、
自
動
車
業
界
で
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
昨
年
、
富

士
重
工
㈱
宇
都
宮
製
作
所
様
で
採

用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
他
社
で

も
採
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

二
十
年
間
皆
さ
ま
に
ご
愛
顧
い

た
だ
い
て
き
た
「
ガ
ス
の
科
学
館
」

が
、
東
京
メ
ト
ロ
お
よ
び
ゆ
り
か

も
め
豊
洲
駅
近
く
に
移
転
す
る
と

と
も
に
、「
が
す
て
な
ー
に

ガ
ス

の
科
学
館
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
・
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
見
学
い

た
だ
け
ま
す
。
個
人
や
ご
家
族
な

ど
少
人
数
の
お
客
さ
ま
は
ご
自
由

に
、
二
十
名
以
上
の
お
客
さ
ま
は

事
前
に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
が
す
て
な
ー
に

ガ
ス
の
科
学

館
」
で
、
ガ
ス
の
世
界
の
「
は
て

な
？
」
と
「
な
る
ほ
ど
！
」
を
体
感

し
て
く
だ
さ
い
。

●http://w
w
w
.gas-kagakukan.com

/

い
す
ゞ
自
動
車

藤
沢
工
場
様
で

エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス

ス
タ
ー
ト（

06
年
3
月
）

●カラサ バロー島 

プルートガス田 

西豪州 

ゴーゴンガス田 

T
O
P
IC
S

当
社
は
、
基
本
合
意
締
結
に
よ

り
、
ゴ
ー
ゴ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

二
十
五
年
間
に
百
二
十
万
ト
ン
／

年
の
購
入
と
と
も
に
権
益
保
有
に

つ
き
協
議
、
プ
ル
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
十
五
年
間
に
百
五
十
〜
百

七
十
五
万
ト
ン
／
年
の
購
入
と
と

も
に
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
権
益
を

取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
資
本
参

加
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
購
入
に
よ
り
、
当

社
に
と
っ
て
は
よ
り
競
争
力
の
あ

る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
調
達
が
可
能
と
な

り
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
拡
充
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
な
り
ま
す
。

川
崎
天
然
ガ
ス

発
電
所

建
設
着
工（

06
年
2
月
）

ガ
ス
の
科
学
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン（

06
年
6
月
）

二
つ
の
豪
州
Ｌ
Ｎ
Ｇ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

参
画
で
基
本
合
意

（
05
年
10
・
12
月
）
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施設見学会のご案内

株主の皆さまを対象としました見学会を下記の通り開催いたします。
株主の皆さまのご参加をお待ち申し上げております。

施設見学会の概要と応募要領

□見学会の ・9月26日（火） 当社根岸工場（横浜市）
日程と施設 13:00～17:30 集合場所　東京ガス本社ビル（港区）

・9月28日（木） 当社千住テクノステーション［商品開発部］
13:30～16:30 集合場所　千住テクノステーション（荒川区）
・10月5日（木） 当社新宿ショールーム・新宿地域冷暖房センター
13:30～17:00 集合場所　新宿ショールーム（新宿区）

※ご自宅から集合場所までの往復交通費はご本人のご負担とさせていただきます。

□募集人数 根岸工場 40組 80名様（1組2名様まで）
千住テクノステーション 25組 50名様（1組2名様まで）
新宿ショールーム 30組 60名様（1組2名様まで）

□応募方法 左記の通り、官製往復はがきに必要事項をご記入のうえご郵送ください。
締切は、8月31日（当日消印有効）です。

〒105‐8527

東京都港区
海岸1‐5‐20
東京ガス株式会社

総務部総務グループ行

往信・おもて往信・うら

・お名前
・ご年齢
・ご住所
・お電話番号
・ご希望日
（9月26日・28日・10月5日のうち、

第2希望までをご記入ください。）

・同行ご希望者のお名前
（おひとりでご参加の場合は不要です。）

※返信用はがきのおもてには、ご住所・お名前を明記願います。

＊応募に伴いお預かりした株主さまの個人情報につきましては、見学会のご案内、
ご連絡のために利用させていただき、それ以外の目的では利用いたしません。

応募者多数の場合は、抽選とさせていただきます。
結果は、返信用はがきにてお知らせいたします。

当
社
は
、
東
京
証
券
取
引
所

（
東
証
）
か
ら
「
二
〇
〇
五
年
度

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
表
彰
」を
、

日
本
Ｉ
Ｒ
協
議
会
か
ら
「
二
〇

〇
五
年
度
Ｉ
Ｒ
優
良
企
業
賞

特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
表
彰

は
、
東
証
が
情
報
開
示
に
積
極

的
と
認
め
ら
れ
る
会
社
を
毎
年

一
回
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
、

開
示
の
ス
ピ
ー
ド
、
内
容
の
充

実
度
な
ど
の
観
点
か
ら
、
主
に

決
算
短
信
・
株
主
向
け
刊
行
物

な
ど
に
つ
い
て
評
価
し
ま
す
。

当
社
は
決
算
短
信
の
内
容
に

加
え
、
こ
の
東
京
ガ
ス
通
信

「
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
」
で
の
財
務

に
つ
い
て
の
わ
か
り
や
す
く
、

詳
し
い
解
説
が
評
価
さ
れ
、
表

彰
会
社
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
Ｉ
Ｒ
優
良
企
業
賞
」

は
、
日
本
Ｉ
Ｒ
協
議
会
が
、
会

員
企
業
の
な
か
か
ら
選
定
す
る

も
の
で
、
同
協
議
会
に
よ
る
と

優
良
企
業
は
株
価
や
時
価
総

額
を
高
水
準
に
保
つ
傾
向
が
見

ら
れ
、
個
人
投
資
家
な
ど
の
間

で
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
長
年
に
わ
た
り
投

資
判
断
に
有
効
な
財
務
情
報

や
業
界
動
向
を
開
示
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
個
人
投
資
家
向

け
Ｉ
Ｒ
に
お
い
て
女
性
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
の
工
夫
が
評
価
さ

れ
、特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 東証の表彰風景

2005年度ディスクロージャー表彰

IR活動が評価され、
ダブル受賞

2005年度IR優良企業賞 特別賞
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快
適
・
省
エ
ネ
な
生
活
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

当
社
は
新
し
い
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
、
お
客
さ
ま
の
快
適
性
・
経
済

性
・
省
エ
ネ
性
・
環
境
性
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
生
活
価
値
向
上
を
実
現
す
る
、
次
の

よ
う
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

■
生
活
価
値
提
案
型
機
器
・
シ
ス
テ
ム

温
水
シ
ス
テ
ム
「
Ｔ
Ｅ
Ｓ
」、
床
暖

房
、
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
「
Ｍ
ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｙ
」、

「
ピ
ピ
ッ
と
コ
ン
ロ
」、
省
エ
ネ
型
高
効

率
給
湯
器
「
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
」、
先
進
的

ホ
ー
ム
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
「
リ
モ
ー

ト
プ
ラ
ス
」
な
ど
の
提
案
に
よ
り
ガ
ス

だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
快
適
な
暮

ら
し
を
提
供

■
マ
イ
ホ
ー
ム
発
電

給
湯
、
暖
房
か
ら
電
気
ま
で
供
給

す
る
省
エ
ネ
で
経
済
的
な
家
庭
用
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
ラ
イ
フ
エ
ル
」

（
燃
料
電
池
）、「
エ
コ
ウ
ィ
ル
」（
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
）
を
マ
イ
ホ
ー
ム
発
電
と
位
置

づ
け
、
設
置
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
、
快
適
か
つ

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
実
現

こ
れ
ら
家
庭
用
分
野
に
お
け
る
当
社
の
決
意
を
総
合
的
に
表
現
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ワ
ー
ド
が
『
ガ
ス
・
パ
ッ
・
チ
ョ
！
』で
す
。

●東京ガスの新しいコミュニケーションワード

「
ガ
ス
で
、
パ
ッ
と
明
る
く
、
チ
ョ
っ
と
い
い
未
来
。」（
略
し
て「
ガ
ス
・
パ
ッ
・
チ
ョ
！
」）

二
〇
〇
六
年
、
東
京
ガ
ス
の
新
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ド
で
す
。

『ガス・パッ・チョ！』ＣＭも好調

今年1月から放映中の「ガス・パッ・

チョ！」テレビCMシリーズは、CM好

感度調査で上位を獲得するなど、ご

好評をいただいています。「ピピッとコ

ンロ・信長篇」に始まり、ベートーベ

ン・小野妹子など、毎回歴史上の人

物が未来の（すなわち現代の）「ガス

のある暮らし」の快適性・環境性・利

便性などに感動するというストーリー

です。メインのタレントには幅広い年

齢層から好感度の高い妻夫木聡さん

を起用。若手実力派俳優の清 し々い

イメージで、「東京ガスが変わった」

「ガスには未来がある」ということを強

烈に印象づけるコミュニケーションを

展開していきますので、お楽しみに！！

●ガス・パッ・チョ！ホームページ　
http: / /www.pa-cho. jp

ピピッとコンロ・信長篇

タイムマシンに乗って2006年の東京にやって
きた織田信長。何事にも興味を持つ信長は、ピ
ピッとコンロにも興味津々の様子です。最後は
クローゼットから千利休まで登場して…。
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ご
存
知
で
す
か
？

コ
ン
ロ
の
上
手
な
使
い
方

毎
日
使
う
コ
ン
ロ
に
は
、
ガ
ス
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
技
が
た
く
さ
ん
。

バ
ー
ナ
ー
３
口
と
グ
リ
ル
を
上
手
に

使
い
分
け
て
こ
そ
、「
ラ
・
ク
チ
ー

ナ
・
エ
ス
プ
レ
ッ
サ
」
の
完
成
!!

大
バ
ー
ナ
ー

炒
め
物
な
ど
高
熱
短
時
間
の
調
理

に
。
素
材
を
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
、
ジ
ュ
ー

シ
ー
に
仕
上
げ
て
く
れ
る
。

標
準
バ
ー
ナ
ー

と
ろ
火
か
ら
強
火
ま
で
、
用
途
に
応

じ
て
調
整
可
能
。
温
度
調
節
・
炊
飯

機
能
付
き
も
。

小
バ
ー
ナ
ー

３
つ
の
コ
ン
ロ
の
中
で
一
番
火
力
が

弱
い
。
ス
ー
プ
の
温
め
直
し
や
保
温

な
ど
に
。

グ
リ
ル

魚
・
肉
や
野
菜
、
ト
ー
ス
ト
、
揚
げ

物
の
温
め
な
ど
何
で
も
こ
な
せ
る
万

能
選
手
。
両
面
焼
き
水
な
し
グ
リ
ル

が
便
利
。

料理
ひとくち
メモ

Web

「
ラ
・
ク
チ
ー
ナ
・
エ
ス
プ
レ
ッ
サ
」

成
功
の
た
め
の

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

段
取
り
力

無
駄
を
省
い
た
段
取
り
の

よ
さ
こ
そ
が
同
時
調
理
の

決
め
手

素
材
選
び

旬
の
よ
い
素
材
を
選
ん
で
、

シ
ン
プ
ル
な
調
理
で
味
わ

う
の
が
極
意

コ
ン
ロ
使
い
こ
な
し

ガ
ス
コ
ン
ロ
は
「
ラ
・
ク
チ
ー

ナ
・
エ
ス
プ
レ
ッ
サ
」
の
最
強

の
味
方

キ
ッ
チ
ン
グ
ッ
ズ

調
理
法
に
合
わ
せ
て
鍋
の

材
質
、
大
き
さ
を
選
ぶ

食
卓

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の

仕
上
げ
は
食
卓
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト

グリル 

小バーナー 

大バーナー 
標準 

バーナー 

Point
1

Point
2

Point
3

Point
4

Point
5

「
ラ
・
ク
チ
ー
ナ
・
エ
ス
プ
レ
ッ
サ
」

は
イ
タ
リ
ア
か
ら
採
り
入
れ
た
ス
タ

イ
ル
。
素
材
の
よ
さ
を
コ
ン
ロ
の
炎

が
生
か
す
ス
ピ
ー
ド
・
同
時
調
理
で

す
。
時
間
と
愛
情
を
か
け
た
マ
ン
マ

の
味
が
イ
タ
リ
ア
の
食
文
化
で
す

が
、
多
く
の
女
性
が
仕
事
を
持
ち
、

ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
る
現
代
に
生

ま
れ
た
の
が
「
ラ
・
ク
チ
ー
ナ
・
エ
ス

プ
レ
ッ
サ
」
と
い
う
概
念
で
す
。

ク
チ
ー
ナ
は
「
料
理
」、
エ
ス
プ

レ
ッ
サ
は
「
早
い
」。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
〜
４

品
の
料
理
を
同
時
進
行
で
短
時
間

に
調
理
し
、
あ
と
は
ゆ
っ
く
り
食
事

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
家
族
の
豊

か
な
時
間
を
増
や
し
て
く
れ
る
、

現
代
に
ぴ
っ
た
り
の
調
理
ス
タ
イ
ル

が
「
ラ
・
ク
チ
ー
ナ
・
エ
ス
プ
レ
ッ

サ
」
で
す
。

ラ・クチーナ・エスプレッサ

レシピなど「ラ・クチーナ・エスプ
レッサ」のホームページはこちら

http://home.tokyo-gas.co.jp/
benri/24lacucina/index.html
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65.6% 9.4%

4.3%

2.5%

18.2%

東京ガスグループの2006年3月期連結決算は、連結子

会社54社と持分法適用関連会社1社となっております。連

結売上高は、ガス売上高がガス料金引き下げの影響はあり

ましたものの、ガス販売量の増加および原料費調整制度に

基づく料金単価調整などにより、9.1％増加したことなど

により、全体では6.4％増加し、1兆2,665億円（過去最

高）となりました。

費用は、ガス販売量の増加および原油価格の高騰などに

伴い原材料費が大幅に増加したため、経営効率化の一層の

推進を図り、費用の抑制に努めましたものの、営業利益は

22.7％減の1,123億円、経常利益は25.7％減の986億

円となりました。当期純利益は、投資有価証券売却益ほか

76億円を特別利益、システム開発中止に伴う損失ほか54

億円を特別損失にそれぞれ計上した結果、26.1％減の621

億円となりました。この結果、連結決算におきましては、

経常利益ベースでは9年ぶりの増収減益となりました。

本資料の記載内容のうち、歴史的事実でないものは将来に関する見通しおよび計画に基づいた予測です。これらの将来予測には、リスクや不確定な要素などの
要因が含まれており、実際の成果や業績などは記載の見通しとは異なる可能性があります。

（億円）  10,975 11,276 11,518 11,907 12,665

2006年 
3月期 

2002年 
3月期 

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2005年 
3月期 

売上高 

2,000

0

4,000

6,000

8,000

12,000

10,000

（億円） 
14,000

（億円）  1,106 1,232 1,522 1,453 1,123

2006年 
3月期 

2002年 
3月期 

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2005年 
3月期 

営業利益 
（億円）  806 919 1,310 1,328 986経常利益 
（億円）  519 592 447 840 621当期純利益 

0

500

1,000

1,500

（億円） 
2,000

事業区分はガス事業会計規則に準拠した売上集計区分によっています。各事業区分に属する主要な製品は以下の通りです。
■ガス：ガス ■ガス器具：ガス機器 ■受注工事：ガス工事 ■不動産賃貸：建物の賃貸・管理など ■その他の事業：地域冷暖房、LPG販売など

※売上高および営業利益の構成比率には、セグメント間の取引を含んでおります。

●営業利益 ●経常利益 ●当期純利益■売上高

●連結売上高構成比（2006年3月期）

87.6%

5.3%

2.5%

1.6%

3.0%

●連結営業利益構成比（2006年3月期）

2006年3月期 業績ハイライト（連結）

1



※2006年2月のガス標準熱量変更に伴い、販売量を過去に遡って46.04655MJ/m3から45MJ/m3に調整しております。

（万件）  916.0 936.2 956.7 978.3 1,001.6

2006年 
3月期 

2002年 
3月期 

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2005年 
3月期 

●お客さま件数 

0

850

900

950

（万件） 
1,000

（億円）  1,052 1,119 1,074 1,075 1,194

2005年 
3月期 

2002年 
3月期 

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2006年 
3月期 

●設備投資額 
（億円）  519 592 447 840 621●当期純利益 
（億円）  1,455 1,410 1,468 1,402 1,363●減価償却費 

（億円）  921 882 842 1,167 790
フリー・キャッシュ・フロー 
（FCF） 

0

500

1,000

1,500

2,000

（億円） 
2,500

（FCF） 
921億円 

（FCF） 
882億円 

（FCF） 
842億円 

（FCF） 
1,167億円 （FCF） 

790億円 

フリー・キャッシュ・フロー＝当期純利益＋減価償却費－設備投資額 

※財務編p1～6の各数値は四捨五入・切り捨て処理などの関係で、合計が合わない場合があります。

■お客さま件数

（億m3） 
（億m3） 
（億m3） 
（億m3） 
（億m3） 

 8.2 9.6 10.5 12.0 14.2

2006年 
3月期 

2002年 
3月期 

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2005年 
3月期 

●卸供給 
 24.1 26.5 27.6 29.7 30.9●業務用　 
 30.1 37.1 43.0 47.4 50.4●工業用 
 31.9 33.8 33.7 33.2 35.5●家庭用 
 94.4 107.1 114.8 122.3 131.0合　計 

0

20

40

60

80

100

120

（億m3） 
140

ガス販売量実績

フリー・キャッシュ・フロー（FCF）

［05/3→06/3主な増減要因］

卸供給（＋18.6％）
・供給先事業者の新規需要の開発など

業務用（＋3.9％）
・前年猛暑の反動による冷房需要の伸び悩み
・今期厳冬による暖房需要の増
・新規需要の開発など

工業用（＋6.3％）
・新規需要の開発および既存物件の順調な稼動

家庭用（＋6.9％）
・低気温による給湯・暖房需要の増
・お客さま件数の増

2



4

3

2

1

財務諸表（連結･単体）

連結 損益計算書（要旨） （単位：百万円）

（単位：百万円）

2006.3 2005.3
（負債の部）
固定負債
流動負債
負債合計
少数株主持分
（資本の部）
資本金
剰余金その他
自己株式
資本合計
負債・少数株主持分および資本合計

718,878
292,458

1,011,337
8,630

141,844
566,066
▲ 59,145
648,766

1,668,734

連結 貸借対照表（要旨）

2006.3 2005.3
（資産の部）
固定資産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産

流動資産

資産合計

ガス売上高が対前期比9.1％増加したことな

どにより、 連結売上高は同6.4％増の1兆2,665

億円となりました。

費用は、ガス販売量の増加および原油価格の高騰

などに伴い原材料費が大幅に増加したため、諸給

与・諸経費などの抑制に努めましたものの、 営業

利益は22.7％減、 経常利益は25.7％減となりま

した。

当期純利益は、投資有価証券売却益ほか76億円

を特別利益、システム開発中止に伴う損失ほか54億

円を特別損失にそれぞれ計上した結果、26.1％減の

621億円となりました。

1

2

3

4

Web 財務諸表の詳細は当社ホームページでご覧ください。
URL：http://www.tokyo-gas.co.jp/IR/ir_j.html

解 説
2005.4～2006.3 2004.4～2005.3

売上高
売上原価
売上総利益
供給販売費
一般管理費
営業利益
営業外損益
経常利益
特別損益

税金等調整前当期純利益
法人税･住民税および事業税
法人税等調整額
少数株主損益

当期純利益

3

1,190,783
624,722
566,060
346,617
74,094
145,349
▲ 12,493
132,856

466
133,322
45,073
3,534
667

84,047

1,382,066
1,159,517
22,779
199,769

286,667

1,668,734

661,945
293,466
955,411
10,255

141,844
631,225
▲ 44,840
728,231

1,693,898

1,266,501
724,503
541,998
352,388
77,263
112,345
▲ 13,657
98,689
2,158

100,846
35,703
2,497
530

62,114

1,391,882
1,140,302
23,649
227,931

302,016

1,693,898



4

3
2
1

単体 損益計算書（要旨） （単位：百万円）

2005.4～2006.3 2004.4～2005.3
営業収益
ガス売上
その他収益
営業費用
売上原価
販売費および一般管理費
その他費用
営業利益
営業外損益
経常利益
特別損益
法人税等
法人税等調整額
当期純利益
当期未処分利益

1,013,993
825,341
188,651
893,822
328,910
385,706
179,206
120,167
▲ 2,975
117,192
4,826
37,750
5,601
78,666
112,953

連結 キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：百万円）

（単位：百万円）

2006.3 2005.3
（負債の部）
固定負債
流動負債
負債合計

（資本の部）
資本金
剰余金その他
自己株式
資本合計
負債・資本合計

577,104
231,102
808,206

141,844
491,358
▲ 59,145
574,059

1,382,265

単体 貸借対照表（要旨）

2006.3 2005.3
（資産の部）
固定資産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産

流動資産

資産合計

1,150,993
833,782
15,160
302,051

231,272

1,382,265

当期は、 営業活動で生じた1,815億円を、

固定資産や投資有価証券などに1,160億円投資し、

自己株式の取得や有利子負債の返済などに830億

円が支出されました。その結果、 期末の現金およ

び現金同等物の残高は減少（▲50億円）しました。

1

2

3

4

解 説

2005.4～2006.3 2004.4～2005.3
営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金および現金同等物に係る換算差額
現金および現金同等物の増減額
現金および現金同等物の期首残高
新規連結に伴う現金および現金同等物の増加額
現金および現金同等物の期末残高

215,037
▲ 107,375
▲ 108,160

▲ 2
▲ 500
43,960
7,204
50,664

1,078,107
896,613
181,494
987,117
422,158
390,285
174,674
90,990
▲ 5,901
85,089
▲ 216
28,970
603

55,299
96,567

514,148
239,626
753,775

141,844
545,947
▲ 44,840
642,953

1,396,728

1,161,187
811,322
16,453
333,411

235,540

1,396,728

181,529
▲ 116,071
▲ 83,041

4
▲ 17,578
50,664
12,547
45,633

4



主な指標

株式関連指標（連結）

経営指標（連結）

 7,758 7,313 6,827 6,241 5,599

2006年 
3月期 

2002年 
3月期 

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2005年 
3月期 

有利子 
負債残高 
デット・エクイティ・ 
レシオ  1.38 1.26 1.14 0.96 0.77 

（億円） 

（倍） 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

（億円） 
12,000

0

0.30

0.60

0.90

1.20

（倍） 
1.80

1.50

 17,027 16,760 16,668 16,687 16,938

2006年 
3月期 

2002年 
3月期 

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2005年 
3月期 

総資産 
 5,640 5,797 5,984 6,487 7,282株主資本 
 33.1 34.6 35.9 38.9 43.0株主資本比率 

（億円） 
（億円） 
（％） 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

（億円） 
25,000

0

10.0

20.0

30.0

40.0

（％） 
50.0

2006年 
3月期 

2002年 
3月期 

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2005年 
3月期 

0

300

600

（億円） 
900

0

5.0

（％） 
15.0

10.0

 519 592 447 840 621
 3.0 3.5 2.7 5.0 3.7ROA

当期純利益 

 9.3 10.4 7.6 13.5 9.0ROE

（億円） 
（％） 
（％） 

■当期純利益 ●ROA  ●ROE ■総資産 ■株主資本 ●株主資本比率
■有利子負債残高
●デット・エクイティ・レシオ（D/Eレシオ）

 200.75 208.65 221.53 244.73 270.46

2006年 
3月期 

2002年 
3月期 

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2005年 
3月期 

1株当たり 
株主資本 

 1.58 1.76 1.78 1.77 1.90株価純資産 
倍率 

（円） 

（倍） 

0

50

100

150

250

200

300

0

0.5

1.0

1.5

（倍） 
3.0

2.5

2.0

 18.47 21.18 16.44 31.47 23.48

2006年 
3月期 

2002年 
3月期 

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2005年 
3月期 

1株当たり 
当期純利益 

 17.22 17.37 23.97 13.73 21.93株価 
収益率 

（円） 

（倍） 

0

7

14

21

28

35

0

10.0

20.0

30.0

（倍） 
50.0

40.0

 6.00 6.00 7.00 7.00 7.00

2006年 
3月期 

2002年 
3月期 

2003年 
3月期 

2004年 
3月期 

2005年 
3月期 

1株当たり 
配当金 

 34.8 31.3 47.4 23.8 33.5配当性向 

（円） 

（％） 

0

2

4

6

8

0

20.0

40.0

（％） 
80.0

60.0

（円） （円） （円） 

■1株当たり当期純利益（EPS）
●株価収益率（PER）

■1株当たり株主資本（BPS）
●株価純資産倍率（PBR） ■1株当たり配当金（単体）●配当性向（単体）

5

ROA＝当期純利益÷期首・期末平均総資産×100
ROE＝当期純利益÷期首・期末平均株主資本×100

株主資本比率＝株主資本÷総資産×100 デット・エクイティ・レシオ（D/Eレシオ）＝有利子負債÷株主資本

1株当たり当期純利益（EPS）＝当期純利益÷期中平均株式数
株価収益率（PER）＝期末株価÷EPS

1株当たり株主資本（BPS）＝株主資本÷期末株式数
株価純資産倍率（PBR）＝期末株価÷BPS

配当性向＝1株当たり年間配当金÷1株当たり当期純利益×100
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個人・その他 
21.31 ％ 
 

自己株式　4.19 ％ 

証券会社　0.98 ％ 
 外国人　  32.72 ％ 

政府および地方公共団体 
0.53 ％ 
 

金融機関 
32.77 ％ 

その他国内法人 
7.50 ％ 

会社情報（2006年3月31日現在） 株式情報

資本金 141,844,398,888 円

発行済株式総数 2,810,171,295 株

株主数 176,451 人

●株式の状況

●所有者別株式分布状況

●株価および出来高の推移（東京証券取引所）

取締役および監査役（2006年6月29日現在）

取締役会長
取締役副会長
代表取締役社長（兼 社長執行役員）
代表取締役（兼 副社長執行役員）
代表取締役（兼 副社長執行役員）
代表取締役（兼 副社長執行役員）
取締役（兼 常務執行役員）
取締役（兼 常務執行役員）
取締役相談役
取締役（社外）
取締役（社外）
取締役（社外）
監査役
監査役
監査役（社外）
監査役（社外）
監査役（社外）

執行役員（取締役兼務者を除く）（2006年6月29日現在）

副社長執行役員 執行役員
常務執行役員 執行役員
常務執行役員 執行役員
常務執行役員 執行役員
常務執行役員 執行役員
常務執行役員 執行役員
常務執行役員 執行役員
執行役員 執行役員
執行役員

石 黒 正 大
手 塚 俊 夫
村 木 　 茂
中 西 誠 一
鏑 木 　 正
蟹 沢 俊 行
大 谷 　 勉
星 野 則 和
森 邦 弘

蛭 間 泰 弘
板 沢 幹 雄
広 瀬 道 明
吉 野 和 雄
渡 辺 尚 生
前 川 燿 男
福 本 　 学
幡 場 松 彦

上 原 英 治
市 野 紀 生
鳥 原 光 憲
草 野 成 郎
小 林 剛 也
前 田 忠 昭
岡 本 　 毅
杉 山 昌 樹
安 西 邦 夫
茂 木 友 三 郎
今 野 由 梨
山 本 一 元
平 井 　 浩
徳 本 恒 徳
花 房 正 義
清 水 利 光
森 　 昭 治

事　業　年　度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
配当金受領株主確定日 期末配当金　毎年3月31日・中間配当金 毎年9月30日
株主名簿管理人 東京都港区芝三丁目33番1号中央三井信託銀行株式会社
同事務取扱所 中央三井信託銀行株式会社　証券代行部

【電話】東京（03）3323-7111（代表）
同 取 次 所 中央三井信託銀行株式会社 全国各支店

日本証券代行株式会社 本店および全国各支店

【URL】http://www.tokyo-gas.co.jp/IR/ir_j.html

会　社　名：東京ガス株式会社 設立：1885（明治18）年10月1日
本社所在地：〒105-8527  東京都港区海岸一丁目5番20号
従 業 員 数：8,200名（注）従業員数は常勤の就業人員数を記載しており、出向者および臨時従業員を含みません。
格　付 け：AA+（R&I：格付投資情報センター）、Aa1（ムーディーズ）
連結子会社：54社 持分法適用関連会社：1社
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●当社のIR情報は携帯電話からもご覧いただけます。

【URL】http://www.m-ir.jp/c/9531

●東京ガス通信に関するお問い合わせ
総合企画部IR室 ☎03-5400-3888

●その他のお問い合わせ
総務部総務グループ ☎03-5400-3894

●ホームページアドレス

【URL】http://www.tokyo-gas.co.jp/

バーコードリーダーで
読み込んでください。

●株式に関するお問い合わせ先

●住所変更、配当金の受け取り、名義書換などの株式に関する
手続きは中央三井信託銀行でお取扱いしております。
お問い合わせは上記連絡先にお願いいたします。

●各種手続き用紙のご請求は下記のフリーダイヤルまたは
ホームページをご利用ください。

0120-87-2031
【URL】http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.html


